
一 般 会 計 主 要 な 施 策 の 成 果



【議　会　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

1-1-1

議 会 費 議員道外視察研修事業 392 392

（議員活動研修事業費）

北海道大学との包括連携事業 136 136

（議会改革推進事業費）

　任期4年のうち一度、議員による道外視察研修を実施し、先進地事例
の取り組みを学ぶことによって、議員のさらなる資質向上を図った。
　令和3年度は2名が実施した。

【視察先（研修課題または視察内容）】

　講演：政策評価の仕組みと理論

　北海道大学公共政策大学院と斜里町議会の包括的連携協定（平成26
年度から）を令和3年度においても継続し、連携協定に基づき、政策評
価に関する実務能力向上についての議員研修会を実施した。
　昨年度と同様、コロナ禍により対面形式の研修会が開催できなかっ
たことから、オンラインでの研修会に切り替えて実施した。

講師：北海道大学公共政策大学院准教授 武藤 俊雄 氏

①兵庫県小野市
小野市：おの検定（子どもへの自学自習の習慣付けと学力の

　基礎を養うもの）について
②新潟県村上市
阿賀黎明高校：高校魅力化プロジェクトについて

③東京都
株式会社ローランズ：障がい者雇用について

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果
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【総　務　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

2-1-4

総合行政システム更新事業 29,700 29,700

(行政事務ＯＡ化システム推進事業費)

庁内LANﾊﾟｿｺﾝ等整備事業 4,587 4,587

(行政事務ＯＡ化システム推進事業費)

880 880

(行政事務ＯＡ化システム推進事業費)

7,889 7,447 442

(社会保障・税番号制度ｼｽﾃﾑ整備事業費)

　庁内ＬＡＮに接続しているパソコンやレーザープリンタを統一的
に整備・更新することで、効率的な運用とコスト削減を図った。ま
た、OCR機器の更新を実施した。

・レーザープリンタ購入 　1,936千円
・OCR機器購入  2,420千円
・庁内ＬＡＮパソコン等購入 　231千円

　総合行政システムのセキュリティ向上や経費節減に努めるため、
平成27年度より自庁型からクラウド型に移行し、さらなる業務の効
率化や町民サービスの向上を図るため、令和2年度～令和4年度まで
のサービス更新を行った。

・総合行政システムクラウドサービス手数料　29,700千円
（令和2年度～令和4年度債務負担行為）

行 政 事 務
Ｏ Ａ 化
シ ス テ ム
推 進 費

議事録作成音声記録支援シス
テム導入事業

社会保障・税番号制度
システム整備事業

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　議事録作成支援音声認識ASPサービスを利用し、事務の効率化を
図った。

・議事録作成支援音声認識ASPサービス利用料　880千円

　平成29年7月からの本格稼働における情報連携等を円滑に運営す
るため、必要なシステム改修や保守業務などを行った。

・令和３年度特定個人情報の提供の求めに係る
電子計算機の設置等関連事務の委任に係る交付金  4,163千円

・令和３年度通知ｶｰﾄﾞ.個人番号ｶｰﾄﾞ関連事務
の委任に係る交付金  3,726千円



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-8
会 計 管 理 費 北洋銀行役場派出所経費負担

事業
880 880

（会計管理事業費）

2-1-10

財 産 管 理 費 町営住宅維持管理事業 1,896 1,896

（町営住宅管理事業費）

2-1-11

企 画 費 町民幸福度調査研究事業 5 5

（行政調査研究事業費）

2,938 2,398

（行政調査研究事業費）

女満別空港利用促進事業負担
事業

650 650

（広域行政運営事業費）

地域おこし協力隊事業
（情報発信関係分）

481 481

(地域おこし協力隊事業費)

・港町中央団地（1棟20戸5階建）の連結送水管の耐圧性能点検を
行った。（耐圧試験専用車による圧力試験）

　港町中央団地連結送水管耐圧性能点検委託　246千円

　住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合(幸せリーグ)に参画
し、他自治体とともに町民総幸福度調査に係る研究等を行った。

・住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合負担金　5千円

指定金融機関との連携及び住民の公金納付の利便性の確保、維持を
図るため、派出所設置経費の一部を負担した。

・北洋銀行役場派出所経費負担金　880千円

公共施設等総合管理計画策定
事業

　策定から5年が経過した斜里町公共施設等総合管理計画につい
て、国の指針に基づき改訂改定を行った。

・斜里町公共施設等総合管理計画改定業務委託料 　2,398千円

　女満別空港周辺市町及び関係機関で構成する「女満別空港整備・
利用促進協議会」が実施した、利用拡大プロジェクト事業に対し負
担金を支出した。

・女満別空港整備・利用促進協議会負担金　650千円

　総務省事業の「地域おこし協力隊」を活用し、DX推進及びオウン
ドメディア推進を図るため人材募集を実施した。

・Wantedlyシステム利用料 　198千円
・地域おこし協力隊車両借上料等 　283千円

・新望岳団地各棟の共用部玄関のバリアフリー化改修を行った。
（縁石切、段差解消、アスファルト舗装　等）

　新望岳団地共用部改修工事　1,650千円
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-11

企 画 費 個人版ふるさと納税推進事業 63,787 63,787

(個人版ふるさと納税推進事業費)

2-1-13

防 災 対 策 費 災害対策整備強化事業 589 589
(地域防災対策事業費)

2-1-14

テレワーク推進事業 4,956 2,438 2,438

（雇用創出・交流・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

　地域創造事業費）

432 432

（雇用創出・交流・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
　地域創造事業費） 　・ワンランクアップ事業

　　㈱知床ごんた村：332千円、MH2（6次化法人）：100千円

　　計2事業　432千円

1,000 1,000

（雇用創出・交流・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

　地域創造事業費） 　・令和3年度　新規認証品5件、認証委員会の実施

　　累計10事業者23商品

まち・ひと・
し ご と 創 生
総 合 戦 略
事 業 費

地 方 創 生
推進交付金

　地場産品の研究開発、販売促進や消費拡大につながる事業を行う
個人及び企業等に対して助成を行い、地場産業及び地域経済の活性
化を図った。

　ポータブル発電機やゼンリン住宅地図LGWANを整備し、災害時の
円滑な初動対応と資機材の充実を図った。

　・防災対策用ポータブル発電機購入　　　　 226千円
　・ゼンリン住宅地図LGWAN　　　　　　　　  363千円

知床しゃりブランド推進
事業

　斜里町の優れた商品を「知床しゃりブランド認証品」として広く
全国に発信し、地域産業の振興と地域の活性化を図るため、知床
しゃりブランド運営委員会へ運営費の助成を行った。

　地方創生推進交付金を活用し、多くのテレワーカーの来訪を促進
させるため、SNSを活用したweb広告の実施や、HPコンテンツの拡大
等を実施し、対外的なPR強化を実施した。

　・ﾃﾚﾜｰｸｾﾝﾀｰ(しれとこらぼ)の利用数：延べ18社30名
　・SNSを活用したweb広告の実施
　・ふるさとテレワークフォーラムｉｎ斜里町2021
　　2月22日（火）オンライン開催

地場産業活性化チャレンジ事業

　地域特産品のPRや観光誘客促進のため返礼品付ふるさと納税を開
始し、ポータルサイトを活用した寄附募集を実施した。
　・返礼品代金　　　　　　　　　　　　　16,691千円
　・返礼品配送料　　　　　　　　　　　　 3,779千円
　・ポータルサイト掲載手数料　　　　　　 2,457千円
　・ポータルサイト掲載等委託料　　　　　 6,555千円
　・ふるさと納税関連サイト写真使用料　　　  50千円
  ・基金積立金　　　　　　　　　　　　　34,255千円



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-14

14,993 7,497 7,496

（雇用創出・交流・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

　地域創造事業費）

155 155

・配布件数 　78件

出産お祝い事業 294 294

①みずなら・森のスプーン贈与事業

②子育て支援備品貸与事業

・ベビーカー貸与事業：貸与数　13台

・ベビーバス 貸与事業：貸与数　5台

2,094 2,094 ウトロ地域の子どもの居場所づくり事業として、18歳未満の子ど
もとその保護者を対象とする「ウトロ子どもセンター事業」を実施
した。

まち・ひと・
し ご と 創 生
総 合 戦 略
事 業 費

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

乳幼児家庭用ごみ袋配布
事業

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

ウトロ地域子育て支援拡充
事業

知床観光ブランディング強化
事業 地 方 創 生

推進交付金

希望する乳幼児の保護者にベビーカー及びベビーバスを無償貸与
した。

　利用者数：子ども1,454人・一般537人　合計1,991人

　子どもの出生を町が祝福する気運を高め、保護者が子育てしやす
い環境づくりを図った。

新生児に「町の木」であるミズナラ製のスプーンに名前を刻印し
てプレゼントをした。

　斜里町子ども・子育て支援事業計画に基づき、乳幼児がいる家庭
に対し家庭用一般ごみ指定袋を配布した。

　平成27年度以降のブランディング関連事業の成果を継承しつつ、
地域価値の向上を図る為、地域プラットフォームの運営支援や知床
との親和性の高い企業との連携事業の調整、幅広い世代に訴求力の
高い、知床の魅力を新たな角度から伝えることのできる、知床トコ
さんを用いた絵本の制作などを行った。

・観光ブランディング地域運営補助業務　： 3,498千円
・知床観光ブランディング強化業務 　：11,495千円

・スプーン購入（75本）等（R3.2～R4.1出生分）：294千円

・贈与数　75本（R3.2～R4.1出生分）
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-14 不妊治療助成事業 359 359

助成件数： 8件

妊産婦安心出産支援事業 1,054 307 747

助成件数： 50件

農村後継者対策推進事業 400 400

・交流会実施回数 　：2回（うちオンライン1回）

・個別交流会実施回数 　：4回

特別支援教育充実事業 6,373 4,000 2,373

快適住まいのリフォーム事業 1,600 500 1,100

・快適住まいのリフォーム補助金

件　　　数：4件

補  助  額： 1,600千円

対象工事費：19,259千円

　少子化対策として不妊治療を受けている方の経済的負担軽減を図
るため、不妊治療費の一部を助成した。

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

まち・ひと・
し ご と 創 生
総 合 戦 略
事 業 費

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

　妊産婦健康診査にかかる交通費の経済的負担の軽減を図るため、
北海道の補助事業をベースに交通費を助成した。

（斜里小・朝日小・ウトロ学校　各1名）

　子育て世帯が中古住宅購入に合わせリフォームを行う費用の一部
を補助することにより、町内で永く快適に暮らし、安心して子育て
ができる住環境の整備を行った。

・特別支援教育支援員の配置　3名

過 疎 対 策
事 業 債

過 疎 対 策
事 業 債

　町立学校と保育園、認定こども園、高校、福祉機関との連携を進
め、特別支援教育を必要とする児童生徒の成長に応じた教育の場と
体制を確保した。

　農村後継者の婚活を支援する協議会に対して助成金を交付し、独
身農業青年の出会いの場について、コロナ禍ではあったが、オンラ
イン開催等、創意工夫し実施した。



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-14
地域公共交通活性化事業 9,842 9,842

（住み続けたいまちづくり

　地域創造戦略事業費）

事務費、その他費用 50千円

しゃりぐる運行費負担金 5,764千円 （平均利用人数：2.2人/便）

路線バス利用料金助成 251千円 （利用率：13.7％）

ハイヤー利用料金助成 3,777千円 （利用率：35.9％）

介護従事者マンパワー確保事業 2,828 990 1,838

（住み続けたいまちづくり 受講者負担金

　地域創造戦略事業費）

　介護職員初任者研修業務委託　　990千円

　介護資格受講料等助成　 　1,838千円

2-1-16

住 民 活 動 無料法律相談事業 100 100

推 進 費 （住民活動振興事業費）

・実施回数：3回／年

・相談件数：6件（8月：中止　12月：3件　3月：3件）

2-1-18

街 灯 施 設 費 公設街路灯等ＬＥＤ化事業 11,781 11,781
（公設街路灯等ＬＥＤ化事業費）

・公設街路灯総数：1,588灯

・LED化実施灯数 ：1,264灯

2-1-20

環 境 対 策 費 環境基本計画に基づく 81 81

環境測定事業

（環境保全対策事業費） ・河川水質検査：13検体

　斜里町の優れた自然環境を保全するため、河川等水質の環境測定
を実施した。

まち・ひと・
し ご と 創 生
総 合 戦 略
事 業 費

　住民生活に必要な公共交通の確保について「斜里町地域公共交通
活性化協議会」において協議・検討し、「斜里町地域公共交通網形
成計画」に基づき実施する公共交通事業に必要な経費を負担した。

　介護従事者の拡大・キャリアアップの支援・技術の向上など、安
定的な介護サービスの提供と在宅介護力の向上を図るため、研修業
務委託や資格取得のための受講料等の助成を行った。

　住民の安心で安全な生活を支援するため、弁護士による無料法律
相談会を実施した。

　二酸化炭素の排出を抑制しながら、電気料金等維持経費の抑制を
図るため、公設街路灯のＬＥＤ照明化を実施した。
（債務負担行為H29～R18）
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-20

環 境 対 策 費 クールチョイス普及啓発 2,228 2,203 25
事業
（二酸化炭素排出抑制対策事業費）

　・学校教育と連携したクールチョイス普及：パネル展示実施

　・社会教育を通したクールチョイス普及：環境教室2回実施　

公共施設照明LED化 207 207
事業

（二酸化炭素排出抑制対策事業費）
　・実施施設：3施設

　総合庁舎(659基）・漁村センター（400基）

　総合保健福祉センターぽると21（435基）

2-1-22
国立公園内自動車利用 2,500 2,000 500

適正化対策事業

(自然保護対策事業費)

　・カムイワッカ地区利用適正化対策協議会負担金　2,500千円

有害鳥獣捕獲従事者育成 180 180

支援事業

(自然環境保護管理対策事業費)

エゾシカ有効活用推進事業 63 63

(自然環境保護管理対策事業費)

ふ る さ と 応 援
「みどり」基金

　エゾシカ増加による被害防止に向けて、猟友会の技術伝承を促進
するため、新たな有害鳥獣捕獲従事者を育成するための支援を行っ
た。
　・新人狩猟研修（カモ・シカ集団猟）の実施
　・ハンターになるための講習会開催

自 然 保 護
対 策 費

　エゾシカの有効活用を推進するため、許可を受け捕獲されたエゾ
シカの残渣処理費相当分を有効活用事業者に対して補助した。

　・助成額　　63千円
　　オス9頭×4,000円、メス9頭×3,000円

　地球温暖化対策への取り組みを促すため、町内教育機関と連携し
「クールチョイス」普及啓発を実施した。

　国立公園内の利用集中に伴う自然への影響や混雑緩和対策に加
え、自然ガイドがシャトルバスに同乗して解説する等の魅力的で快
適に楽しめる滞在型ツアーコンテンツとして、8/7～16まで知床五
湖分岐点からカムイワッカの滝までの約11㎞区間、10/1～10/3まで
国道334号交点ゲートからカムイワッカの滝までの約19㎞区間につ
いて一般車両の通行を規制し、シャトルバスを運行した。期間中、
7,975人がシャトルバスを利用した。
　負担金は、実施主体である協議会の運営経費の一部を負担するも
のである。

　公共施設の二酸化炭素の排出を抑制しながら使用電力の省電力化
を図るため、一部公共施設の照明LED化実施した。
（債務負担行為　R4～R13）



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-24 町有林管理調査事業 1,828 1,828 　適期施業による町有林管理を進めるため調査業務を行った。

町有林管理費 （町有林管理事業費） 財 産 売 払

収 入 契約金額： 1,828千円

委託業者： 網走地区森林組合

町有林整備事業 7,261 3,387 3,874

（町有林整備事業費） 財 産 売 払

収 入 　下刈事業（日の出・峰浜・越川） 15.20ha 2,915千円

　間伐事業（越川） 5.92ha 2,310千円

　野鼠駆除剤散布 11.90ha 50千円

　搬出路整備及び改修等 990千円

　12.1暴風被害倒木処理 996千円

2-1-26

感染症対策事業（総務係） 1,068 1,000 68
(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

感染症対策事業（企画係） 400 400

（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

感染症対策事業（企画係） 2,971 2,971

（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】

新型コロナウ
イルス感染症
対 策 事 業 費

　新型コロナウイルス感染症対策に係る消耗品及び器具を整備した。
（斜里地区消防組合負担金）

地 方 創 生
臨時交付金

　新型コロナウイルス感染症対策に係る抗原検査キットを整備した

　・抗原検査キット　　　　　　　　　　　　400千円地 方 創 生
臨時交付金

地 方 創 生
臨時交付金

　新型コロナウイルス感染症対策に係るアルコール等消耗品、アク
リルパーテーションを整備した。

　・新型コロナウイルス感染症対応消耗品　2,075千円
　・アクリルパーテーション　　　　　　　  631千円
　・抗原検査キット　　　　　　　　　　　　265千円

　町有林の公益的機能等を発揮するため、補助事業等を活用し、次
の事業（施業）を行った。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26

感染症対策事業（児童育成係） 4,310 3,650 660
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

　・保育士報酬：1,037千円

　・仲よしクラブ支援員・児童館職員報酬：804千円

　・感染症対策用消耗品費：1,321千円（町立事業所分）

　・感染症対策用備品購入費：648千円（町立事業所分）

　　助成先：認定こども園斜里大谷幼稚園

感染症対策事業（児童育成係） 4,450 4,449 1
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】 　・はまなす保育園トイレ改修工事：2,530千円

　・エアコン設置：1,920千円

感染症対策事業（図書館） 1,111 1,111
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

感染症対策事業（学校教育係） 2,694 2,630 64
（密集軽減のための輸送能力増強事業）

（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

感染症対策事業（学校教育係） 2,782 2,782
（密集軽減のための輸送能力増強事業）

（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】

　・新型コロナウイルス感染症対策補助金

　新型コロナウイルス感染症対策として町立の子育て関連施設で使
用するマスクや消毒薬などの消耗品や空気清浄機等の備品を購入し
たほか、消毒等の業務増に対応する人件費を支出した。
　また、民間の認定こども園で同趣旨により購入する消耗品等に対
し、国・道財源の補助金を交付した。

地 方 創 生
臨 時
交 付 金 他

　・図書除菌機（6冊用）　　　　　　1,067千円

　・交換用紫外線ランプ・消臭剤　　　　44千円

　　補助額：500千円

　・契約業者：斜里バス㈱

　新型コロナウイルスの感染・拡大予防対策のため、はまなす保育
園のトイレ改修を実施するとともに、子育て関連施設にエアコンを
設置した。

　　中斜里・ウトロへき地保育所、子育て支援センター、
　　児童館：各1台

　利用者が多いスクールバス路線について、登校便を1台追加し、
2台に増便することで密集の軽減を図り、乗車中の感染リスク低減
を図った。

地 方 創 生
臨時交付金

地 方 創 生
臨 時
交 付 金 他

　安心して図書館の蔵書資料を使用してもらうため、図書用の除菌
機を設置した。

　・事業期間：令和3年10月1日～令和4年3月31日

　・契約業者：斜里バス㈱

　利用者が多いスクールバス路線について、登校便を1台追加し、
2台に増便することで密集の軽減を図り、乗車中の感染リスク低減
を図った。

地 方 創 生
臨時交付金

　・事業期間：令和3年4月1日～令和3年9月30日

新型コロナウ
イルス感染症
対 策 事 業 費



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26

修学旅行等支援事業 275 270 5

（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

学校保健特別対策事業 4,400 4,199 201
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】

10,692 10,692

（新型コロナウイルス感染症対策事業費） 　・契約金額：10,692千円

【繰越明許費】 　・事業期間：令和3年5月28日～令和4年3月30日

1,804 1,551 253

（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

650 　・契約金額：1,804千円

【繰越明許費】 　・契約業者：ピックス株式会社

901

　オンライン公演等に対応した配信機器等を整備し、新たな文化活
動の推進を図った。

新型コロナウ
イルス感染症
対 策 事 業 費

地方創生臨
時交付金他

　・知床ウトロ学校後期課程　111千円

　コロナ禍で学校を運営するための感染症対策に関する物品や学び
の保障に係る物品を整備した。

・アルコール消毒液、CO2モニター、強力工業用扇風機等

朝日小学校体育館空調設備改
修事業

　老朽化により機能が低下していたボイラーを改修し、安心安全で
円滑な施設利用を図った。

　まん延防止等重点措置区域等に指定された地域に訪問・宿泊予定
だった修学旅行の行程を変更したことによるキャンセル料を支援し
た。

地方創生臨
時 交 付 金

　・契約業者：㈱長屋工業

地方創生臨
時 交 付 金

文化施設感
染症防止対
策 事 業 費
補 助 金

地方創生臨
時 交 付 金

　・斜里中学校　　　　　　　164千円

ゆめホール知床配信機器等整
備事業
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26
400 400

（病院事業会計繰出分） 　・病院事業会計繰出金　　　400千円

(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

国保病院トイレ環境整備事業 6,820 6,820

（病院事業会計繰出分）
(新型コロナウイルス感染症対策事業費) 　・病院事業会計繰出金　　　6,820千円

【繰越明許費】

子育て世帯生活支援特別 6,375 6,375

給付金事業

（子育て世帯生活支援特別給付金事業費）

子育て世帯への臨時特別 143,362 143,362

給付金事業

（子育て世帯への臨時特別給付金事業費）

住民税非課税世帯等に対する 128,700 126,114 2,586

臨時特別給付金事業

（住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金事業費）

 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、子どもたちを
力強く支援しその未来を拓く観点から、対象となる子育て世帯に対
し子ども1人あたり10万円を支給した。

臨 時 特 別
給付金事業
補 助 金

新型コロナウイルス検査支援
事業

　町立国保病院における新型コロナウイルス感染症の抗原検査のた
めの運営支援として繰出金として支出した。

地 方 創 生
臨時交付金

　・支給世帯数：795世帯

・給付件数：1,243件

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、様々な困難に
直面した方が、速やかに生活・くらしの支援を受けられるよう、住
民税非課税世帯等に対して、1世帯あたり10万円の給付を行った。

地 方 創 生
臨時交付金

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、低所得の子育
て世帯に対し生活支援を行う観点より、対象となる子育て世帯に対
し子ども1人あたり5万円を支給した。

生 活 支 援
特別給付金
事業補助金

　・支給対象児童数：98人

　・給付金支給額：141,400千円

　・給付金支給額：4,900千円

　町立国保病院における新型コロナウイルス感染症の感染対策とし
て病棟のトイレの改修費用を繰出金として支出した。

　・支給対象児童数：1,414人

　・システム改修費等事務費：1,475千円

　・支給世帯数：46世帯

　・システム改修費等事務費：1,962千円

新型コロナウ
イルス感染症
対 策 事 業 費

臨 時 特 別
給付金事業
補 助 金



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26

新型コロナウイルスワクチン 84,006 82,741 953 312

接種体制確保事業
（新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費）

54,036  ・1～3回目を対象とした集団接種の運営及び個別接種の実施

 ・小児接種（5〜11歳）の開始に向けた準備

 ・予約管理システムの導入、健康管理システムの改修（3回目接種）

28,705  ・接種券の調達・印刷・発送

 ・交通困難者に向けた集団接種会場への送迎支援

（接種率）※令和4年3月7日集団接種終了時点

　1回目接種完了者：89.49％

　2回目接種完了者：88.92％

　3回目接種完了者：77.10％

新型コロナウイルスワクチン 42,421 42,420 1

接種体制確保事業
（新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費）

15,398

【繰越明許費】

27,022

1,613 1,613

（経済対策事業費）

生活路線バス維持確保対策事業

接種体制確保
事 業 補 助 金

　生活路線としても最も重要な斜里～ウトロ間を走る知床線につい
て、路線維持のために運行経費の支援を行った。

 ・小児接種（5〜11歳）の開始に向けた準備

　新型コロナウイルス感染症の発症予防及び重症化予防を目的とし
て、コロナワクチンの集団接種及び町内医療機関での個別接種を
行った。

　新型コロナウイルス感染症の発症予防及び重症化予防を目的とし
て、コロナワクチンの集団接種及び町内医療機関での個別接種を
行った。

 ・予約管理システムの導入、健康管理システム改修（小児接種）

新型コロナウ
イルス感染症
対 策 事 業 費 接種対策費

負 担 金

 ・1～3回目を対象とした集団接種の運営及び個別接種の実施

住所地外者
接種負担金

地 方 創 生
臨時交付金

 ・接種券の調達・印刷・発送

 ・交通困難者に向けた集団接種会場への送迎支援

接種対策費
負 担 金

接種体制確保
事 業 補 助 金
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26

知床自然センター指定 1,497 1,400 97

管理者助成事業

（経済対策事業費）

46,691 46,691

（経済対策事業費）

　・事業継続緊急支援給付金（追加分）　46,691千円

町民特別宿泊飲食券等発行 34,358 27,159 7,199

事業

（経済対策事業費）
21,201 　・町民特別宿泊飲食券等発行事業助成金　34,358千円

道 補 助 金

5,958

知床観光ウィズコロナ対策 3,800 3,800

支援事業

（経済対策事業費）

【繰越明許費】 　・知床観光ウィズコロナ対策支援事業　3,800千円

30,000 30,000

（経済対策事業費）

【繰越明許費】  　・事業継続緊急支援給付金　30,000千円

　新型コロナウイルスの影響による知床自然センター休館に伴う
KINETOKO映像収入、テナントからの家賃収入の減収を補填した。

　・知床自然センター指定管理者助成事業助成金　1,497千円

新型コロナウ
イルス感染症
対 策 事 業 費

地 方 創 生
臨時交付金

地 方 創 生
臨時交付金

事業継続緊急支援事業
（追加分）

地 方 創 生
臨時交付金

　R2年度に実施したウィズコロナ対策事業のうち、特注アルコール
ディスペンサーの納品が年度を超えるため、予算を繰越して実施。
商工会を通じ購入希望の町内事業者へ安価で販売した。

事業継続緊急支援事業

地 方 創 生
臨時交付金

地 方 創 生
臨時交付金

　R3年4月以降の観光・飲食需要の回復が弱い状況を考慮した支援
事業を実施したが、さらに8月・9月分を追加して実施。6-9月の間
の1ヵ月の売上が2019年同月と比較して、△30％以上減少した事業
者に50～600千円給付した。（給付109社）

　町内宿泊券を68,000千円分販売し、購入額の50％分の飲食券
34,000千円分を付与した。

　R3年4月以降の観光・飲食需要の回復が弱い状況を考慮した支援
事業を実施（繰越予算）。4-6月の間の1ヵ月の売上が2019年同月と
比較して、△30％以上減少した事業者に50～600千円給付した。
（給付67社）



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26

誘客促進クーポン発行事業 10,000 10,000

（経済対策事業費）  　決 算 額 : 2,263千円

 　助 成 先 : 知床斜里町観光協会

【繰越明許費】  　事業内容

 　決 算 額 : 7,737千円

 　助 成 先 : 知床斜里町観光協会

 　事業内容

1,100 1,000 100

（GIGAスクール構想推進事業費）

高度無線環境整備推進事業 160,794 160,794

（高度無線環境整備推進事業費）

庁内デジタル化推進事業 45,638 45,638

（庁内デジタル化推進事業費）

地 方 創 生
臨 時
交 付 金 他

地 方 創 生
臨時交付金

　・契約業者：ピックス㈱

　デジタルディバイドの解消を目的とした町内における光回線の整
備について、民設民営方式により未整備地区の光回線整備工事を実
施した。

　・高度無線環境整備推進事業負担金　　160,794千円

　新型コロナウイルス感染の影響を受けない庁舎機能の維持と執務
環境を構築するため、庁内デジタル化と円滑な情報提供体制を構築
するため、HPリニューアルを実施した。

・斜里町ホームページリニューアル業務委託　　　　　4,917千円
・ホームページ保守業務委託　　　　　   　　　　　　 570千円
・RPA及びAI-OCR導入支援業務委託　　　　　 　　　　1,650千円
・庁内ネットワークセキュリティ強化設定業務委託　　2,932千円
・シンクライアントパソコン導入及び設定業務委託　　2,569千円
・庁内LANケーブル更新工事　　　　　　　　　　 　　1,144千円
・LGWAN環境仮想化整備工事　　　　　　　　　　　　31,856千円

　・契約金額：1,100千円

　・業務期間：令和3年7月5日～令和4年3月31日

地 方 創 生
臨時交付金

地 方 創 生
臨時交付金

: R3年9月～10月の期間、観光船や自然ガイド、土産
　物店で使用できる10千円分のクーポンを5千円で販売
　した。（459セット販売）

　・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｸｰﾎﾟﾝ割引販売支援事業助成金（夏期）

　・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｸｰﾎﾟﾝ割引販売支援事業助成金（冬期）

: 夏期に実施したアクティビティクーポン割引販売事業
　の対象事業者に宿泊事業者を加え、令和4年1月～3月
　の期間、15千円分のクーポンを10千円で販売した。
（1,341セット販売）

新型コロナウ
イルス感染症
対 策 事 業 費

GIGAスクールサポーター配置
事業

　GIGAスクール構想による急速なICT環境の整備を円滑に進めるた
めにGIGAスクールサポーターを配置した。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-2-1

徴 税 費 路線価評価業務委託事業 2,123 2,123

(賦課事業費）

　契約金額 6,600千円（令和3年度～令和5年度債務負担行為）

　委託期間 令和3年5月21日～令和6年2月29日

　契約業者 ㈱北海道朝日航洋

　現状の市街地分布を価格形成要因に反映させ、適正かつ均衡の取
れた評価を実現するため、標準宅地および路線価について、大幅な
見直しを実施。初年度は、状況類似地域および標準宅地の見直しな
どを行った。



【民　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
3-1-1
社会福祉管理費 斜里町福祉灯油事業 7,451 900 6,551

（斜里町福祉灯油事業費） 地域づくり

総合交付金

・助成世帯 732世帯
・助成内容 １世帯当たり10,000円

3-1-2
心身障害者及び 基幹相談支援センター 3,307 1,448 1,859
母子特別対策費 運営事業

（障害者地域生活支援事業費）

　・委託料 3,307千円

3-1-5
老人福祉費 ウトロデイサービス 9,148 7,000 2,148

運営助成事業
（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ運営支援事業費） 　・助成額 9,148千円

地域おこし協力隊事業 4,158 4,158
（特別養護老人ホーム分）

（地域おこし協力隊事業費）

　・R3.7.1雇用　大阪府出身
　　特別養護老人ホームやすらぎの苑 勤務
　・R3.10.1雇用　恵庭市出身
　　特別養護老人ホームえみある 勤務

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

過 疎 対 策
事 業 債

灯油価格高騰のため、在宅で生活する住民税非課税世帯のうち
高齢者・心身障害者・ひとり親・生活保護受給世帯等に対し、
厳寒期における暖房用燃料に使用する灯油価格の一部を扶助し
た。

斜網地域1市4町を整備区域として、障がい者の高齢化・重度化
や親亡き後を見据え、障がい児者が住み慣れた地域で安心して
暮らしていけるよう、多種多様な相談に対応する「基幹相談支
援センター」を共同設置し、事業運営を法人へ委託した。

ウトロデイサービスセンター事業の収支不均衡分について、運
営助成を行った。

総務省事業の「地域おこし協力隊」を活用し、斜里福祉会の就
労を中心とした介護支援により、高齢者が安心して暮らし続け
られる環境づくりの一助として、また斜里町における地域包括
ケアが持続可能となるシステムづくりの構築を支援した。

-　59　-



-　60　-

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

3-1-5
老人福祉費 斜里福祉会緊急経営 50,000 50,000

安定資金助成事業
（斜里福祉会緊急経営安定資金助成事業費）

　・助成額 50,000千円

3-1-6
在宅福祉推進費 高齢者生活支援事業 14,994 317 14,677

（高齢者生活支援事業費）

　・各サービスの概要と成果については別紙のとおり

3-2-6

561 561

（子どものための教育・ 　助成額 ：561千円
　保育事業費） 　対象児童数 ：2人

374 374

（子どものための教育・ 　助成額 ：374千円
　保育事業費） 　対象件数 ：46件

1,334 1,334

（子どものための教育・ 　助成額 ：1,334千円
　保育事業費）

　幼児教育無償化により実費負担となった給食食材費につい
て、町立保育園に準じ民間の認定子ども園利用保護者に対し一
部を助成し負担軽減を図った。

子ども・子育
て支援対策費

認定こども園第三子以
降保育料免除事業

　民間の認定こども園利用児童の保護者に対し18歳未満で第3
子以降の利用児童の保育料を助成し負担軽減を図った。

認定こども園給食費助
成事業

斜里福祉会に対し、緊急的に経営安定資金を助成することに
よって、安定した事業（施設）運営と、早期のユニット再開に
よる介護サービス態勢確保のため緊急・特例的な措置を講じ
た。ただし、町が別途議決済みの債務負担行為である既存の施
設建設時の借入償還金助成金の残額を限度とする（先渡し助
成）。

高齢者及び障がい者に対し、各種サービスを提供し、自立生活
の維持向上を支援した。移送 ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ

利 用 者
負 担 金

保 育 対 策
総 合 支 援
事 業 費
補 助 金

民間の認定こども園が保育教諭不足への対応策として雇用する
保育補助者に係る人件費の一部を補助した。

認定こども園保育補助
者雇上強化補助事業



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

3-2-6

1,535 666 869

（地域子ども・子育て

　支援事業費）

　委託金額

　契約業者

　登録会員数 ：34人

　利用件数 ：118件

　助成額　：23千円

　対象件数：43件

　②ファミリー・サポート・センター利用料助成事業

　①ファミリー・サポート・センター運営委託事業

子ども・子育
て支援対策費

ファミリー・サポー
ト・センター事業

　ファミリー・サポート・センターの運営を委託し、子育ての
相互援助活動を進めた。併せて利用保護者に対し利用料金の一
部を助成した。

子 ど も ・
子 育て 支援
交 付 金

：1,512千円

：(福)斜里町社会福祉協議会
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別 　　 紙
高齢者生活支援事業概要と成果内訳 （単位：千円）

一般財源 利用者負担金

理美容サービス事業 145 145

移送サービス事業 868 551 317

除雪等サービス事業 582 582

在宅生活者介護用品 2,206 2,206

購入助成事業

324 324

10,659 10,659

14,784 14,467 317

事業費
財源内訳

在宅生活者で寝たきり等の理由により理美容院に出向くことが困難な方に、訪問によ
る理美容サービスを提供した。

　委託先：斜里町社会福祉協議会
　実利用者数：15名　　延利用回数：38回

　施設介護サービス：  448名　　4,517,016円

介護保険サービス利用者の利用料を助成することにより、介護負担の軽減を図った。

　委託先：斜里町社会福祉協議会、株式会社 リーチアウト

医療系施設に3ヶ月以上入院し、おむつ等介護用品を利用している高齢者に、購入費用
の助成を行い、金銭的負担の軽減を図った。

サ　ー　ビ　ス　名 事　　業　　の　　概　　要　　と　　成　　果

車イスやストレッチャーでなければ外出できない高齢者等に、病院受診や入退院時に
専用車両で移送するサービスを提供した。

　委託先：株式会社 慈光
　実利用者数：28名　　延利用者数：211名（町内164回、町外47回）

　実利用者数：15名

介護サービス利用者
負担軽減事業

　上記以外サービス：1,211名　　6,142,270円

高齢者生活支援事業　　合    　計

除雪等が困難なひとり暮らし高齢者等に対し、15㎝以上の積雪がある場合に、自宅玄
関前から道路までの道幅1ｍを避難経路確保のため、除雪等サービスを提供した。

　実利用者数：69名　延出動時間：429.5時間

常時失禁状態にあると医師に診断された高齢者等に対し、おむつ等介護用品購入費用
の助成を行い、金銭的負担の軽減を図った。

　実利用者数：68名　延利用者数：480名

医療入院者介護用品
購入助成事業



【衛　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町　債 その他 一般財源

4-1-1

人工透析患者送迎支援事業 4,960 309 4,651

（地域医療対策事業費）

　利用者数 3人

　事業費 4,960千円

斜網地域周産期医療支援事業 4,218 4,218

（地域医療対策事業費）

　負担金 4,218千円

9,586 9,586

　負担金 9,586千円

4-1-2

環 境 衛 生 費 越川水道整備事業 23,980 23,900 80

（環境衛生一般事業費）

浄化槽設置整備事業 8,079 1,341 6,738

（浄化槽設置整備事業費）

・設置戸数　10戸

・浄化槽設置整備事業補助金　7,659千円

・浄化槽設置促進助成金　  　　420千円

4-1-3

健康意識向上事業 1,666 1,100 566

（成人保健事業費）

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　人工透析患者の送迎支援のため小清水赤十字病院送迎用介護ﾀｸ
ｼｰ(町が業者委託）を運行を行った。

保 健 衛 生
管 理 費

・健幸ポイント事業　18歳から65歳未満の参加者数　398人　1,656千円

　網走厚生病院脳神経外科の令和２年度実績による収支差額損失
金を斜網地域（1市4町）自治体で按分し、斜里町負担割合分
（18.3％）を負担した。

保健対策推進
事 業 費

　下水道整備計画区域外で、合併浄化槽を設置する住民に、その
設置経費に対して補助金交付を行う事により、快適な生活環境の
保全と公衆衛生の向上を図った。

　18歳から65歳未満の町民が健康づくりに興味を持ち継続して健
康行動(ｳｫｰｷﾝｸﾞ)に向かう動機づけとして健幸ﾎﾟｲﾝﾄ(行政ﾎﾟｲﾝﾄ)
を付与し、町民の健康の保持・増進を図った。また禁煙治療費の
一部を助成し禁煙支援を図った。

・禁煙治療費助成事業　　助成件数　2件　　10千円

　越川水道組合の新設した配水池からの配水管を更新した。
　（5年計画の5年目）辺 地 対 策

事 業 債

（地域医療対策事業費）

　網走厚生病院における周産期医療の安定的な確保のため斜網地
域（1市4町）自治体で北海道厚生連に費用負担を行った。

網走厚生病院脳神経外科運営
支援事業
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【衛　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町　債 その他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

4-1-4
予防費 833 611 222

（感染症予防事業費） 　抗体検査受検者数 79人

 6人

4-1-5

882 429 453

（母子保健対策事業費）
 126人

　38人

4-2-2

廃棄物処理費 66,616 66,616

（廃棄物収集事業費） 　斜里町家庭系一般廃棄物収集業務委託

　・契約額：66,616千円

　・契約業者：しれとこ斜里衛生事業協同組合

5,246 5,246

（廃棄物収集事業費）

　・助成先：ウトロ地区事業系ごみ処理運営組合

　・助成額：5,246千円

斜里町家庭系一般廃棄物
収集業務委託事業

　斜里町全域の家庭系一般ごみ、生ごみ、粗大ごみ及び資源ごみ
の収集を町が業務委託し、約2,500トンのごみを収集した。

風しん感染拡大予防対策事業

　ウトロ地域の事業系廃棄物排出事業者のごみ収集に対する事業
費を助成した。事業組合はウトロ地区のホテル等事業所に事業系
廃棄物用のごみ袋を販売し、運搬は業者に委託した。

産婦健康診査・産後ケア事業 　産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るために、産婦健
康診査及び要支援産婦への専門職(助産師等）による産後ケアを
実施し費用を助成した。

母 子 保 健
対 策 費

ウトロ地区事業系ごみ処理
運営組合助成事業

　産婦健康診査受診者数

　風しん抗体保有率の低い世代の男性に対して、風しん抗体検査
及び予防接種を実施し、風しん感染拡大の予防を図った。

　産後ケア利用者数

　予防接種者数



【衛　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町　債 その他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

4-2-2

廃棄物処理費 137,112 137,112

（廃棄物処理事業費）

　斜里町一般廃棄物処理業務委託

　・契 約 額：137,112千円

　・契約業者：クボタ環境・しれとこ斜里衛生事業協同組合

4,513 4,513

（廃棄物処理事業費） 　一般廃棄物処理基本計画策定業務委託

　・契 約 額：3,080千円

　・契約業者：（株）ドーコン

　一般廃棄物最終処分場基本構想策定業務委託

　・契 約 額：1,430千円

　・契約業者：（株）ドーコン

　・策定に係る旅費　3千円

一般廃棄物広域処理事業 2,397 2,397

（廃棄物処理事業費）

　一般廃棄物処理広域化検討業務委託

　・契 約 額：453千円

　・契約業者：（株）ホクスイ設計コンサル

斜里町一般廃棄物処理業務
委託事業

　斜里町全域の一般ごみ、生ごみ、粗大ごみをエコクリーンセン
ターにおいて処理する業務を委託し、約3,000トンのごみを処理
した。

　・一般廃棄物処理手数料　1,353千円

　各自治体における可燃ごみ量を設定し、焼却施設を設置した場
合における処理能力及び費用負担を調査した。

  燃えないごみうち可燃性の物約18トン（当初予定50トン）を大
空町の焼却施設において処理をすることで、最終処分場の延命化
を図った。

一般廃棄物処理基本計画策定
事業

　エコクリーンセンター2期目の最終処分場整備に向けて、基本
構想を策定した。

　・運搬に係る職員旅費　　   41千円
　・移送用フレコン代　　　  550千円

　令和4年度で計画期間を終える一般廃棄物処理基本計画につい
て、新たな計画の素案を作成した。
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【衛　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町　債 その他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

4-2-2

廃棄物処理費 6,283 6,200 83

（廃棄物処理事業費） 　・2トン車 ：5,018千円

　・軽ダンプ：1,265千円

4-2-3
15,342 7,840 7,502

(リサイクル推進事業費)

リサイクル推
進 事 業 費

　廃棄物処理・運搬等で使用する、2トン平ボディー車、軽ダン
プ車について、過疎債を活用し購入した

生成物製品化加工事業 道内製鉄所向けに資源化施設生成物を売却するための加工に伴う
経費であり、600トンの生成物ペレットを売却した。
　消耗品費　   3,363千円　フレコン、袋などの資材代
　通信運搬費　 7,681千円　室蘭までのペレット運搬代
　委託料　　　 4,298千円　袋詰め作業に伴う人件費

ごみ運搬車両購入事業



【農林水産業費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
6-1-1

農業委員会費 農業委員道内視察研修事業 736 736
（農業委員会活動促進事業費）

　
　・実施日：令和3年12月1日（水）～12月3日（金）

　・視察先：(1日目)ヴェール農場（札幌市）

　　　　　　(2日目)有限会社大塚ファーム（新篠津村）

　　　　　　　　　 農研機構北海道農業研究センター（札幌市）

　・参加者：農業委員　11名、事務局　2名

6-1-2

農 業 振 興 費 経営所得安定対策推進事業 1,415 1,415
（農業振興事業費）

　　事業費：1,415千円

　　交付額：1,415千円

　　支出先：斜里町農業再生協議会

畑作構造転換事業 132,585 132,585

（農業振興事業費）

　　事業費：132,585千円

　　交付額：132,585千円

　　支出先：斜里町農業再生協議会

強い農業づくり事業（推進事業） 788 788
（強い農業づくり事業費）

　　事業費：1,675千円

　　補助額：　788千円

　　助成先：しれとこ斜里農業協同組合

事 業 の 概 要 と 成 果

　農業委員の資質向上と委員会活動の活性化に向けた情報収集を目
的に、北海道農業研究センター及び関連施設への視察研修を実施し
た。

目　　名
（款-項-目）

　国の「畑作構造転換事業補助金」を活用し、てん菜の湿害軽減技
術の導入、そばの生産力向上技術の導入、ジャガイモシストセン
チュウ抵抗性品種の導入、種子馬鈴しょの生産力向上に向けた取組
みに対して補助金を交付した。

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

　経営所得安定対策の実施における要件確認等の推進事業を支援
し、事業の円滑な対応を図った。

　新たな地域畑作農業を確立するため、資材コスト低減の実現に向
けた営農システムの実証事業（ジャガイモシロシストセンチュウ抵
抗性品種「フリア」の現地適応性確認試験）に対して補助金を交付
した。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-1-2

農 業 振 興 費 病害虫防除対策事業 84,763 77,883 6,880

（病害虫防除対策事業費）

　・「ジャガイモシロシストセンチュウ緊急防除事業」

　　事業費：61,600円/10a × 12,106a = 74,573千円

　　交付額：74,573千円

　　交付先：農業経営体 21戸

　・「馬鈴しょ集荷体制支援事業」

　　事業費：13,794千円

　　助成額： 6,085千円

　　助成先：しれとこ斜里農業協同組合

　・「病害虫防除対策事業」

　　事業費：4,105千円

　　事業内容： 啓発看板製作等業務委託他

6-1-3

畜 産 振 興 費 2,200 2,200

（畜産振興事業費） 　　事業費：17,157千円

　　交付額： 2,200千円

　　助成先：斜里町酪農ヘルパー利用組合

6-1-4
無水地区飲料水対策事業 3,566 3,566

　　事業費：10,819千円

　　助成額： 3,566千円

　　支出先：三井第一水道組合、三井第二水道組合

　　　　　　ウトロ高原八線水道組合、個人2件

　農漁村における生活等用水の不足等を解消、地域住民の生活安定
と文化的生活の向上に資するため、その対策事業に対して助成金を
交付した。

斜里町酪農ヘルパー利用
組合助成事業

無水地区飲料
水対策事業費 （無水地区飲料水対策事業費）

　酪農家の労働負担の軽減と経営の効率化を図ることを目的に、酪
農ヘルパーを派遣する組合に対し助成金を交付した。

　植物防疫法に基づき、北海道より業務を受託しジャガイモシロシ
ストセンチュウのまん延防止対策及び緊急防除を実施した。
　また、しれとこ斜里農業協同組合が行う、でん粉原料用馬鈴しょ
の集荷体制の見直しに伴う事業費の一部を助成した。



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-1-10
多面的機能支払支援事業 136,789 102,591 31,000 3,198

(多面的機能支払支援事業費)

　　交付先：斜里町農地保全広域協定運営委員会

6-1-12
美咲排水機場管理事業 6,298 3,720 1,288 1,290

(美咲排水機場管理事業費) 分 担 金

右岸排水機場管理事業 9,024 5,130 1,255 2,639

(右岸排水機場管理事業費) 分 担 金

1,154  ・水位計測設備更新工事

雑 入 　　工事概要：外水位計測設備の更新　N=2基

101 　　契 約 額：4,895千円

　　工事期間：令和3年6月29日～令和3年11月30日

　　契約業者：山本電子工業㈱

斜網地域維持管理事業 22,884 5,836 17,048

(斜網地域維持管理事業費) 分 担 金

5,601

雑 入

235

過 疎 対 策
事 業 債

農 業 開 発
事 業 費

基幹水利施設
管 理 事 業 費

　美咲排水機場の維持管理を団体営土地改良事業（基幹水利施設管
理事業）により行い、施設運営経費の負担軽減を図った。

　斜里右岸排水機場の維持管理を団体営土地改良事業（基幹水利施
設管理事業）により行い、施設運営経費の負担軽減を図った。

　農業農村の多面的機能の維持・増進を図るため、地域の活動組織
等が主体となって取り組む農地の草刈りや排水路の床ざらいなどの
農地維持活動に対して交付金を交付した。

　斜網地域畑地かんがい施設を1市4町で共同管理するため、管理運
営協議会に対し負担金を支出した。また、緑ダム及び清泉頭首工の
維持管理を団体営土地改良事業（基幹水利施設管理事業）により行
い、施設運営経費の負担軽減を図った。
  小水力発電施設建設に係る負担金に対応するため、積立金を支出
した。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-1-13
道営農業農村整備事業 39,832 4,338 9,300 20,624 5,570

(道営農業農村整備事業費) 分 担 金

　「川上大栄地区」

　　・区画整理（暗渠等） 0.65ha ・土層改良　14.00ha

　　・営農用水　L=481m

　「峰浜豊倉地区」

　　・区画整理（暗渠等） 29.40ha ・土層改良　13.20ha

　　・鹿　　柵　L=1,916m ・排水路　測量試験

道営農業農村整備事業 6,000 2,902 800 2,249 49

(道営農業農村整備事業費) 補 正 債 分 担 金

【繰越明許費】

道営地域用水環境整備事業 41,999 41,121 878

（道営地域用水環境整備事業費） 繰 入 金

　

道営農道整備特別対策事業 23,139 23,100 39

(道営農道整備事業費)
　・農道修繕（1路線） L=320ｍ

6-2-1

林 業 振 興 費 林業専門指導職員雇用事業 1,708 1,708
（林業一般事業費）

　林業専門指導職員報酬 1,313千円

　林業専門指導職員期末勤勉手当   147千円

　林業専門指導職員社会保険料  248千円

過 疎 対 策
事 業 債

道営農業農村
整 備 事 業 費

　農業経営基盤の安定・強化のため、道営担い手育成支援事業
「峰浜豊倉地区」の区画整理（暗渠）整備を行った。
　
　  ・区画整理（暗渠）　14.00ha

　農業経営基盤の安定・強化のため、道営担い手育成支援事業
「川上大栄地区」「峰浜豊倉地区」の圃場整備等を行った。

　斜網地域畑地かんがい施設の維持管理費軽減に向け、緑ダムが有
する包蔵水力を活用した小水力発電施設の整備に伴う、分岐工事、
自営線工事等に係る負担金及び小水力発電事業推進に係る事務経費
負担金を支出した。

　道営農道整備特別対策事業による町道豊倉4号道路の整備を実施
した。過 疎 対 策

事 業 債

　伐採時期を迎えている町有林及び私有林の適切な施業を進め、森
林の普及啓発を行うため、森林・林業の専門的知識及び技術を有す
る専門指導職員を雇用した。

森 林 環 境
譲与税基金
繰 入 金



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-2-1 斜里町みどり豊かな森林 7,879 2,079 5,800

林 業 振 興 費 環境整備促進事業

（民有林振興事業費） ・斜里町みどり豊かな森林環境整備促進事業

　植栽事業 15.35ha 4,519千円

　下刈事業 39.79ha 1,955千円

　間伐事業 9.76ha 629千円

　保育間伐事業 9.75ha 372千円

　枝打ち事業 4.65ha 338千円

　鳥獣害防止事業 62.45ha 66千円

森林環境譲与税基金積立事業 9,493 9,493

（基金積立事業費） 森 林 環 境
譲 与 税 基金積立金 ：9,493千円

6-3-1

水 産 振 興 費 47 47

（水産振興対策事業費）

　・対象者：漁業経営体、漁業者

　・件　数：3件

　・助成額：47千円

13,895 13,895

（水産振興対策事業費）

　・助成先：斜里第一漁業協同組合

　・助成額：13,895千円

　・その他：平成30年度～令和8年度債務負担行為

　森林整備及びその促進に必要な事業に要する経費の財源に充てる
ため、基金を設置して森林環境譲与税の積み立てを行った。

漁業近代化資金利子助成
事業

　漁業経営の近代化を図る目的で、漁業近代化資金助成法に基づく
借入を行っている漁業者等に対して利子助成を行った。(助成率1%
以下)

　森林所有者の負担軽減により、民有林整備（施業）の推進を図る
ため、森林環境譲与税基金を活用した助成支援を行った。森 林 環 境

譲与税基金
繰 入 金

斜里漁港荷捌所整備助成
事業

　平成29年度に斜里第一漁協が整備した斜里漁港荷捌所の事業費の
うち、国補助残の1/2の額を、10年間で分割した4年目の助成を行っ
た。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-3-1

水 産 振 興 費 浅海資源調査助成事業 300 300

（水産振興対策事業費）

　・助成先：ウトロ漁業協同組合、斜里第一漁業協同組合

　・助成額：300千円

鮭、日本一のまちPR事業 300 300

（水産振興対策事業費）

　・助成先：斜里町水産振興会

　・助成額：300千円

水産業振興構造改善事業
（水産振興対策事業費）

7,465 7,465

　・助成先：斜里第一漁業協同組合

　・助成額：7,465千円

　・その他：令和3年度～令和6年度債務負担行為

サケ陸上養殖試験支援事業 7,300 7,300

（水産振興対策事業費）

　・助成先：ウトロ漁業協同組合

　・助成額：7,300千円

　知名度の向上と斜里産鮭のブランド化を目指すため、「鮭、日本
一のまち」のPRの取り組みに対して助成を行った。

　令和2年度に斜里第一漁協が整備した斜里漁港蓄養施設の事業費
のうち国補助残の1/2の額を、5年間で分割した2年目の助成を行っ
た。

　両漁協が行う浅海資源（ナマコ・ウニ・エビ）の増殖試験及び分
布等調査の助成を行った。

地域づくり
総合交付金

　ウトロ漁協が行うサケ陸上養殖試験飼育施設整備の助成を行っ
た。



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-3-2

漁 港 管 理 費 漁港整備負担事業 4,807 4,700 107

（漁港一般事業費） 　・斜里漁港　：4,093千円

　・知布泊漁港：  714千円

知布泊漁港利用調整事業 335 335

（知布泊漁港利用調整事業費）

6-3-3

5,346 5,346

（さけ・ますふ化事業費） 　・助成先：斜里町さけます増殖協力会

　・助成額：5,346千円

さけ・ます自然産卵環境保
全拡大事業

2,566 2,566

（さけ・ます自然産卵環境保全拡大事業費）

・遡上障害落差解消　：宇遠別川1箇所、海別川1箇所

さ け ・ ま す
ふ 化 事 業 費

　北海道が行う漁港整備事業に対する負担金

　さけ・ますの自然産卵環境の保全と拡大を図るため、自然産卵調
査と、遡上障害落差の解消を図った。

過 疎 対 策
事 業 債

　知布泊漁港での釣り人等の集中により、漁業活動が阻害されてい
ることから、漁港利用者への啓発と注意喚起を促し環境改善を図っ
た。

　斜里町さけます増殖協力会の運営費の1/2（900万円限度）を助成
し、地場資源の増殖による「さけます漁業」の安定化を図った。

さけ・ます自然
産 卵 環 境 保 全
拡大事業寄付金

斜里町さけます増殖協力会
助成事業
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【商　工　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
7-1-1

商 工 振 興 費 14,682 14,682

（商工施設維持管理事業費）

1,549 1,549

（商工業振興対策事業費）

①行政ポイント発行事業

　・行政ポイント発行事業数：21事業

　・行政ポイント発行ポイント数：614,933ポイント

　・行政ポイント発行手数料：770千円

　・ポテトカード端末サーバー使用料：277千円

②消費拡大対策事業

　・カードポイントの倍発行事業

　　助成先：斜里町商工会

　　助成額：500千円

 　　8倍セール：13回　5倍セール：7回　計20回

　　ポイント発行額：7,689千円

知床しゃりビジネス 1,000 1,000

サポート事業

（商工業振興対策事業費）

　商工会と「北海道よろず支援拠点」が連携を図り、小規模事業
者の経営相談・サポート体制を構築し、事業者の課題解決に向け
た相談会を実施するための支援を行った。

　・助 成 先：斜里町商工会
　・助 成 額：1,000千円
　・相談会数：7回、延べ29社参加

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　行政活動への参加促進や地域内循環を図るため、行政ポイント
の発行やポテトカードポイントの倍発行事業等に商工会と連携し
て支援することにより、町内消費の拡大や地域活性化を図った。

道の駅しゃり管理業務
委託事業

　中心市街地に賑わいと安らぎを創出するため、町民・観光客等
に快適な休憩機能と地域情報の提供を行い、地域の交流拠点の場
としての産業振興及び活性化を図った。

　・年間利用者数：175,182人　1日平均：488人
　・施設利用収入：712千円

ポテトカード利用促進支援
事業



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

7-1-4

観 光 費 660 660

（観光施設維持管理整備事業費）  ・契約金額 ：660千円

 ・事業工期 ：令和3年6月11日～令和3年7月30日

 ・契約業者 ：斜里建設工業㈱

観光施設修繕事業（各種施設） 5,164 5,164

（観光施設維持管理整備事業費）

 ・契約金額 ：427千円

 ・契約業者 ：㈱河面組

 ・事業工期 ：令和3年5月14日～令和3年6月11日

【夕陽台の湯ろ過機等修繕】

 ・契約金額 ：3,652千円

 ・契約業者 ：㈲小林配管工業所

 ・事業工期 ：令和3年4月20日～令和3年5月31日

【夕陽台の湯配水管つまり修繕】

 ・契約金額 ：643千円

 ・契約業者

 ・事業工期 ：令和3年10月1日～令和3年10月15日

【オロンコ岩木道修繕】

 ・契約金額 ：293千円

 ・契約業者 ：北開営繕

 ・事業工期 ：令和3年4月26日～令和3年7月9日

【オシンコシントイレ取水施設修繕】

 ・修繕費用 ：88千円

 ・修繕業者 ：㈲三輝設備工業

【オシンコシントイレ配水管修繕】 　

 ・修繕費用 ：61千円

 ・修繕業者 ：㈲三輝設備工業

観光施設整備事業
（オシンコシンの滝駐車場）

　オシンコシンの滝駐車場の擁壁側スペースを、繁忙期の臨時駐
車スペースとして有効活用する為、As殻の敷設と転圧を行った。

【ウナベツ自然休養村管理センター渡廊下撤去等修繕】

：㈲小林配管工業所・㈱開発工業・道東地方環境整備開発㈱

　町内の老朽化の進む観光施設について、計画的に修繕を行っ
た。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

7-1-4
観 光 費 246 246

（観光施設維持管理整備事業費）

 ・修繕費用 ：96千円

 ・修繕業者 ：㈲旭工業

【エアコン修繕】

 ・修繕費用 ：97千円

 ・修繕業者 ：㈱長屋工業

【ドレン配管修繕】

 ・修繕費用 ：32千円

 ・修繕業者 ：㈱長屋工業

【ウトロ漁業協同組合直販店真空包装機修繕】

 ・修繕費用 ：21千円

 ・修繕業者 ：ホシザキ北海道㈱

地域 お こ し 協力 隊 事 業 8,063 8,063
（地域プラットフォーム支援分）

（地域おこし協力隊事業費）

 ・令和3年4月1日と令和4年7月5日から雇用。

 ・女性3名。（内2名が、令和3年度採用。）
 ・令和3年度採用者2名は、札幌市と千葉県君津市から転入。
  （出身は札幌市と斜里町）

 ・一般社団法人知床しゃりに勤務し、スタンプラリー事業を中心
   とした旅行サービス業や、商品開発業務に従事している。

観光施設修繕事業
（道の駅うとろ・シリエトク）

　道の駅うとろ・シリエトクの定期的なメンテナンスとして、
ウッドデッキやエアコン、配管等の修繕を行った。

【ウッドデッキ修繕】

　総務省事業の「地域おこし協力隊」を活用し、一般社団法人知
床しゃりの株式会社化をサポートし、その後の自立化に向けた支
援を行った。



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

7-1-4

観 光 費 55 55

（観光宿泊施設整備促進奨励事業費）

　

 ・助 成 額 : 55千円

 ・事業期間 : 令和3年4月1日～令和4年3月31日

 ・助 成 先 : 宿泊施設3件

9,465 9,465

（知床斜里町観光協会運営助成事業費）  ・助 成 額 : 9,465千円

　  ・事業期間 : 令和3年4月1日～令和4年3月31日

 ・助 成 先 : NPO法人知床斜里町観光協会

12,000 12,000

（ウトロ温泉事業協同組合  ・助 成 額 : 12,000千円

　運営費助成事業費）  ・事業期間 : 令和3年4月1日～令和4年3月31日

 ・助 成 先 : ウトロ温泉事業協同組合

観光宿泊施設整備促進
奨励事業

　観光振興及び優良宿泊施設の整備を促進するため、500万円以上
の大型投資を行った宿泊施設に対して、奨励金を交付した。
※過疎地域における固定資産税の課税免除に該当するため、R2以
前の対象のみ支出した。

知床斜里町観光協会運営
助成事業

　斜里町観光の振興を担う中心的な団体である知床斜里町観光協
会に対し、人件費や一般管理費の一部等、運営費の助成を行っ
た。

ウトロ温泉事業協同組合
運営費助成事業

　ウトロ温泉事業協同組合の円滑な運営と、ウトロ地区宿泊施設
の衛生環境等の向上のため、運営費の一部を助成した。
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【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

8-2-1

道路側溝等改修事業 1,925 1,900 25 ・中斜里地区の道路側溝等の改修工事を行った。

（道路維持管理事業費） 　工事概要：側溝工L=40m

　契 約 額：1,925千円

　工　　期：令和3年8月31日～令和3年11月10日

　契約業者：㈲佐々木工業

8-2-2

ウトロ環状道路整備事業 34,650 34,600 50 ・ウトロ環状道路整備工事

（道路改築事業費） 　工事概要：排水改修L=105m

　契 約 額：34,650千円

　工　　期：令和3年6月25日～令和3年11月30日

　契約業者：斜里・河面経常建設共同企業体

三井橋改修事業 29,040 29,000 40 ・三井橋改修実施設計業務委託

（道路改築事業費） 　業務概要：函渠設計N=1基

　契 約 額：7,260千円

　工　　期：令和3年4月19日～令和3年8月30日

　契約業者：㈱中神土木設計事務所

・三井橋改修工事

　工事概要：函渠改修N=1基

　契 約 額：15,840千円

　工　　期：令和3年9月30日～令和4年3月10日

　契約業者：㈱丸七高橋組

・三井橋改修工事その2

　工事概要：路盤改良L=42.9m、W=3.0ｍ～5.5m

　契 約 額：5,940千円

　工　　期：令和3年10月25日～令和4年3月10日

　契約業者：㈱丸七高橋組

辺 地 対 策
事 業 債

事 業 の 概 要 と 成 果

道 路 新 設
改 良 費 辺 地 対 策

事 業 債

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

過 疎 対 策
事 業 債

道 路 橋 梁
維 持 費



【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

8-2-2
羅萠道路整備事業 29,147 5,171 23,700 276 ・羅萠道路整備（函渠）工事

（社会資本整備事業費） 　工事概要：函渠改修N=1基

　契 約 額：19,800千円

　工　　期：令和3年4月28日～令和3年11月30日

　契約業者：斜里建設工業㈱

・羅萠道路整備工事

　工事概要：改良L=45m、W=5.5m

　契 約 額：9,097千円

　工　　期：令和3年10月13日～令和4年1月14日

　契約業者：㈲相生緑園

　諸経費　：250千円

中斜里6号道路整備事業 19,927 11,949 7,900 78 ・中斜里6号道路実施設計業務委託

（社会資本整備事業費） 　業務概要：測量設計L=550m

　契 約 額：12,034千円

　工　　期：令和3年5月27日～令和3年11月30日

　契約業者：大起コンサルタント㈱

・中斜里6号道路土質調査分析業務委託

　業務概要：ボーリングL=60m（N=4本）、土質調査N=1式

　契 約 額：7,568千円

　工　　期：令和3年5月27日～令和3年11月30日

　契約業者：大起コンサルタント㈱

・中斜里6号道路用地

　概　　要：用地取得A=4062.5㎡

　契 約 額：325千円

　契 約 者：ホクレン農業協同組合連合会

道路保全事業 23,811 13,772 9,900 139 ・以久科豊倉6号道路舗装修繕工事

（防災・安全社会資本 　工事概要：切削オーバーレイL=600ｍ

　整備事業費） 　契 約 額：23,650千円

　工　　期：令和3年5月27日～令和3年9月30日

　契約業者：道路工業・河面経常建設共同企業体

　諸経費　：161千円

社 会 資 本
整 備
総合交付金

過 疎 対 策
事 業 債

過 疎 対 策
事 業 債

道 路 新 設
改 良 費

社 会 資 本
整 備
総合交付金

過 疎 対 策
事 業 債

防災・安全
社 会 資 本
整備交付金
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【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

8-2-2 橋梁長寿命化事業 37,260 21,600 15,500 160 ・橋梁点検業務委託

（防災・安全社会資本 　業務概要：橋梁点検N=12橋

　整備事業費） 　契 約 額：7,865千円

　工　　期：令和3年6月25日～令和3年11月30日

　契約業者：㈱中神土木設計事務所

・橋梁点検業務委託その2

　業務概要：橋梁点検N=15橋

　契 約 額：8,965千円

　工　　期：令和3年9月29日～令和4年2月18日

　契約業者：㈱中神土木設計事務所

・橋梁長寿命化修繕（東富士橋）工事

　工事概要：補修工事（東富士橋）

　契 約 額：20,350千円

　工　　期：令和3年7月20日～令和4年1月20日

　契約業者：土橋・丸七高橋経常建設共同企業体

　諸経費　：80千円

8-4-3

中斜里農村公園改修事業 3,905 3,900 5 ・中斜里農村公園遊具改修工事

（農村公園管理事業費） 　工事概要：遊具新設N=1基、遊具改修N=1基、遊具撤去N=2基

　契 約 額：3,905千円

　工　　期：令和3年5月28日～令和3年11月30日

　契約業者：㈱朝日製作所

公 園 広 場
管 理 費 過 疎 対 策

事 業 債

過 疎 対 策
事 業 債

道 路 新 設
改 良 費

防災・安全
社 会 資 本
整備交付金



【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

8-4-4

地方道路整備事業 149,578 149,500 78 ・光陽東6条通他測量設計業務委託

（地方道路整備事業費） 　業務概要：測量設計L=390m

　契 約 額：3,905千円

　工　　期：令和3年4月19日～令和3年7月30日

　契約業者：大起コンサルタント㈱

・文光東2丁目通他測量設計業務委託

業務概要：測量設計L=530m

契 約 額：3,894千円

　工　　期：令和3年8月31日～令和3年11月30日

　契約業者：大起コンサルタント㈱

・朝日1丁目通整備工事その1

工事概要：改良L=65m、車道W=7.5m、歩道W=2.0m

契 約 額：16,940千円

工　　期：令和3年4月28日～令和3年8月27日

契約業者：土橋工業㈱

・朝日1丁目通整備工事その2

工事概要：改良L=51m、車道W=7.5m、歩道W=2.0m

契 約 額：9,922千円

工　　期：令和3年4月28日～令和3年7月30日

契約業者：㈱協立興業

・青葉西2丁目通整備工事その1

工事概要：改良L=31m、車道W=6.0m、歩道W=2.0m

契 約 額：9,900千円

工　　期：令和3年4月28日～令和3年7月30日

契約業者：㈱開発工業

・青葉西2丁目通整備工事その2

工事概要：改良L=60m、舗装L=179m、車道W=6.0m、歩道W=2.0m

契 約 額：19,800千円

工　　期：令和3年4月28日～令和3年8月30日

契約業者：㈱河面組

地 方 道 路 等
整 備 事 業 費 過 疎 対 策

事 業 債
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【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

8-4-4 地方道路整備事業 ・光陽中央2条通整備工事

（地方道路整備事業費） 　工事概要：改良L=69m、車道W=7.0m、歩道W=2.0m

　契 約 額：9,845千円

　工　　期：令和3年6月29日～令和3年9月17日

　契約業者：㈱協立興業

・新光北8丁目通整備工事

　工事概要：改良L=59m、車道W=7.0m、歩道W=2.0m

　契 約 額：9,955千円

　工　　期：令和3年6月29日～令和3年9月17日

　契約業者：㈱開発工業

・新光北7丁目通整備工事

　工事概要：改良L=35m、車道W=7.5m、歩道W=2.0m

　契 約 額：9,075千円

　工　　期：令和3年9月1日～令和3年12月10日

　契約業者：㈱開発工業

・斜里小学校北通整備工事

　工事概要：改良L=35m、舗装L=148m、車道W=6.0m、歩道W=2.0m

　契 約 額：9,922千円

　工　　期：令和3年9月1日～令和3年11月30日

　契約業者：㈱協立興業

・中斜里東1線道路舗装修繕工事

　工事概要：切削オーバーレイL=628m

　契 約 額：46,420千円

　工　　期：令和3年5月27日～令和3年10月29日

　契約業者：道路工業・河面経常建設共同企業体

地 方 道 路 等
整 備 事 業 費



【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

8-6-1

住環境整備費 快適住まいのリフォーム事業（一般世帯） 6,081 4,600 1,481

（住宅施策推進事業費）

・快適住まいのリフォーム補助金

　件　　　数：43件

　補　助　額：6,081千円

　対象工事費：84,599千円

8-6-2

町営住宅再生整備事業 34,650 17,297 17,300 53

（町営住宅建設事業費）

　契約金額： 34,650千円

　工事期間：

　契約業者：

町営住宅再生整備事業 36,300 14,649 21,600 51
（町営住宅改善事業費）

　契約金額： 36,300千円

　工事期間：

　契約業者：

公 営 住 宅
建設事業債

斜里建設工業（株）

町 営 住 宅
建 設 事 業 費

過 疎 対 策
事 業 債

　ウトロ高原団地C棟の建設に伴い、ウトロ香川第2団地
（2棟8戸）の解体・除却工事を行った。
（S53年築1棟4戸、S54年築1棟4戸）

社 会 資 本
整 備 総 合
交 付 金

・ウトロ香川第2団地 解体除却工事

　寒冷地向け住宅の普及促進のため、民間活力を活用し住まいの
長寿命化、省エネ化、安全性向上を目的としたリフォームに要す
る費用の一部を補助することにより、町内で永く快適に暮らして
もらう住環境の整備を行った。

令和3年6月29日～令和3年10月15日

　かえで東団地8号棟の改修工事を行った。
（H3年度建築　1棟17戸）社 会 資 本

整 備 総 合
交 付 金

公 営 住 宅
建設事業債

・かえで東団地8号棟改修工事

令和3年6月29日～令和3年10月29日

（株）丸七高橋組
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【消　防　費】

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

9-1-1

消 防 費 ウトロ分署庁舎屋上改修 5,885 4,400 1,485
事業

 ・契約金額 ：5,885千円

 ・事業工期 ：令和3年10月12日～令和3年12月13日

 ・契約業者 ：土橋工業株式会社

消防車両購入事業 68,145 64,900 3,245

 ・契約金額 ：68,145千円
 ・契約月日 ：令和3年5月12日
 ・納入月日 ：令和4年2月17日
 ・契約業者 ：山﨑自動車株式会社

はしご車整備事業 2,299 2,299

・契約金額

・事業工期 ：令和3年8月12日～令和3年10月15日

・契約業者

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　部品の廃番によりオーバーホールが不可能となったはしご車に
ついて、延命を図るため現状できる部品交換等の整備を実施し
た。

：2,299千円

：株式会社北海道モリタ

一 般 単 独
事 業 債

　経年劣化が著しく強風により一部破損したウトロ分署庁舎屋上
防水シートを、ウレタン防水工法により改修し施設の長寿命化を
図った。

　大型水槽車を購入し、消防水利の不便地域などで効率的な消火
活動ができるよう消防力を強化した。辺 地 対 策

事 業 債



【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

10-1-2

事 務 局 費 3,800 3,800

(事務局運営事業費）

　　　　　

1,102 1,102

(事務局運営事業費）
　　　　　

10-1-3
ｽｸｰﾙ・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置事業 2,271 414 1,857

（義務教育振興事業費）

指導主事配置事業 4,033 4,033

（義務教育振興事業費）

適応指導教室充実事業 2,127 2,127

（義務教育振興事業費）

50 50

（義務教育振興事業費）

874 874

（義務教育振興事業費）

　学校だけでは解決困難な、いじめ・不登校等、社会的な課題を
抱える児童生徒等を支援するため、町内の学校を巡回するスクー
ルソーシャルワーカーを1名配置した。

教育課程検討委員会運営
事業

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

斜里高等学校振興会助成
事業

　斜里高等学校への支援として、通信講座受信料、模試検定等受
験料、部活動支援、インターネット環境整備、生徒募集関係事業
等とキャリア教育事業、全道大会出場経費補助などを行った。

　・助成額：3,800千円

　・助成先：北海道斜里高等学校振興会

斜里高等学校間口維持対策
事業

　斜里高等学校に遠距離から通学する生徒の保護者に交通費の全
額を助成した。また、地域みらい留学生の保護者に下宿代を助成
した。

義 務 教 育
振 興 費

　学校の教育課程や学習指導、その他学校教育に関する専門的事
項の指導を行う指導主事1名を配置した。

　・対象者：6人（うち留学生2人）　・助成額：1,102千円

　不登校の児童生徒対策として、学校やSSWと連携して「適応指導
教室」を開設し、社会性を確保しながら登校への支援を図った。

　「土曜授業」「小中連携教育」「学力向上」等について、学校
教員による検討を行う教育課程検討委員会の運営及び先進地視察
を行ったが、新型コロナウイルスの影響により、講師を招へいし
ての学習サポートが実施できなかった。

巡回型教育活動支援講師
配置事業

　新学習指導要領の全面実施に伴い、小学3・4年生は外国語活
動、小学5・6年生は外国語科が導入されたことから、よりきめ細
かい学習指導を行うため、巡回型の教育活動支援講師を1名配置し
た。
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【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-1-3
外国語デジタル教材整備事業 858 858
（義務教育振興事業費）

スクールバス購入事業 9,811 3,750 5,400 661
（遠距離通学児童生徒通学対策事業費）

　・契約金額：9,702千円

　・契約業者：㈱佐野自動車工業

10-1-4
財 産 管 理 費 864 146 718

住宅使用料

10-2-2

教 育 振 興 費 小学校教育活動支援講師 5,265 5,265

配置事業

（教育振興事業費）

学校力向上事業 516 516

（教育振興事業費）

1,000 500 500

（教育振興事業費）

児 童 生 徒
援 助 費
補 助 金

過 疎 対 策
事 業 債

　小学校での基礎学力の定着を目指し、少人数指導や習熟度別指
導などを行うため、支援講師を配置した。

　学校長裁量による「学校づくり」を支援するため、校長提案型
の事業を推進した。

・斜里小学校、朝日小学校、知床ウトロ学校

教員住宅整備事業(住宅借上)
（教育財産管理事業費）

　・楽器備品購入（B♭ﾁｭｰﾊﾞ、ﾊﾞﾘﾄﾝ）  　 　　　806千円

　・斜里小　１名、朝日小　1名

　29人乗りマイクロバスをスクールバス大栄線に１台整備し、安
心安全な運行体制を構築した。

　新学習指導要領の全面実施に伴い、小学校5・6年生の外国語活
動が外国語科となったことなどから、学習活動に効果的なデジタ
ル教材を整備した。

義 務 教 育
振 興 費 ふ る さ と 応 援

「まなび」基金

斜里ジュニアバンド楽器
整備事業

　斜里小・朝日小の児童で構成し、特色ある学校活動となってい
る斜里ジュニアバンドの活動のための楽器の整備を行った。ふ る さ と 応 援

「まなび」基金

　・楽器修繕　　（ｺﾙﾈｯﾄ、ﾄﾛﾝﾎﾞｰﾝ、ﾁｭｰﾊﾞ）  　 194千円

　・契約業者：（有）尾張屋時計店

　知床ウトロ学校の教職員住宅が不足したことから、一般賃貸住
宅の一部を借上げ、教員住宅とした（2戸）。



【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-2-3
6,401 6,000 401

(特別支援教育振興事業費)

10-3-1

学 校 管 理 費 斜里中学校グラウンド等 30,690 30,600 90

整備事業

（学校管理事業費）

10-3-2

教 育 振 興 費 1,328 800 528

（教育振興事業費）

300

500

学校力向上事業 234 234

（教育振興事業費）

10-3-3
2,010 2,010

（特別支援教育振興事業費）

10-4-1
学校運営協議会活動事業 1,273 386 887

過 疎 対 策
事 業 債

特 別 支 援
教 育 振 興 費

特別支援教育支援員配置
事業（小学校等）

過 疎 対 策
事 業 債

斜里中学校吹奏楽楽器整備
事業

　斜里中学校の吹奏楽楽器を学校要望に基づく年次整備計画によ
り更新及び修繕を行った。

　斜里中学校グラウンド北側通路部の整備工事を行った。

　普通学級に在籍する特別な支援が必要な児童に対応するため、
特別支援教育支援員を配置した。

　・斜里小2名、朝日小1名、知床ウトロ学校1名

楽器購入費
寄 付 金

　・契約金額：30,690千円

　・事業工期：令和3年6月25日～令和3年10月29日

　・契約業者：土橋・丸七高橋経常建設企業体

　・楽器備品購入（ﾌﾙｰﾄ、ﾄﾛﾝﾎﾞﾝ）　　　　　   1,078千円

社 会 教 育
総 務 費

特 別 支 援
教 育 振 興 費

特別支援教育支援員配置
事業（中学校）

(学校運営協議会活動事業費)

ふ る さ と 応 援
「まなび」基金

学 校 ･ 家 庭
･ 地 域 連 携
協 力 推 進
事業費補助金

　・楽器修繕（ｱﾙﾄｻｯｸｽ、ﾋﾟｯｺﾛ、ｸﾗﾘﾈｯﾄ）　　　   250千円

　・契約業者：㈲尾張屋時計店

　普通学級に在籍する特別な支援が必要な生徒に対応するため、
特別支援教育支援員を配置した。

　・地域コーディネーター配置2名（うち1名兼務）

　・斜里中１名

　学校長裁量による「学校づくり」を支援するため校長提案型の
事業を推進した。

　・斜里中学校

　各学校のコミュニティ・スクール活動を支援し、学校へのボラ
ンティア等を通じた地域の参加体制を構築することにより、地域
に根ざした学校づくりを推進した。
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【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-4-2

公 民 館 費 川上分館改修事業 5,291 5,200 91
（公民館維持管理事業費）

　・契約金額：5,291千円

　・契約業者：株式会社　遠藤工務店

10-4-4

図 書 館 費 図書館用図書購入事業 2,279 400 1,879

（図書資料整備事業費）

10-4-5
博 物 館 費 農業資料等収蔵施設整備 2,002 2,002

事業

(展示保存管理事業費)

10-4-5

博 物 館 費 チャシコツ岬上遺跡保存 3,520 1,010 500 2,010
活用事業

(指定文化財保護事業費)

10-4-6
埋蔵文化財センター移転 5,773 3,000 2,773
事業

(埋蔵文化財保護事業費)

過 疎 対 策
事 業 債

　農業資料等収蔵施設内の資料整理を行い見学会を開催した。桜
園については、桜のせん定や樹木への施肥作業、草刈りなどを実
施した。
　・見学会参加者数：18人
　・約30本の桜について病害虫防除のためのせん定を実施

指定文化財
保護事業費
寄 付 金

　国史跡チャシコツ岬上遺跡の適切な保存・活用の方針をまとめ
た『史跡チャシコツ岬上遺跡保存活用計画』を作成し現地には標
柱を設置した。また、郷土学習の一環として博物館キッズや学校
授業での活用、町民見学会等の教育普及活動も実施した。

　・町民見学会参加者数：59人
　・講座、学校授業での見学者数：46人

　川上分館屋根・外壁改修工事を行い、施設の長寿命化を図っ
た。

　・図書購入　1,210冊

過 疎 対 策
事 業 債

　資料収集方針・第2次資料収集計画に基づき図書館に蔵書する図
書資料の整備を実施した。

文化財保護費 　老朽化により施設の維持が困難となった埋蔵文化財センターの
収蔵資料を旧以久科小学校への移転作業を進めた。また、旧以久
科小学校の給水管の布設工事を行い、給水元を切り替えた。

　・埋蔵文化財センター給水管布設工事
　　契約金額：3,080千円
　　契約業者：（有）小林配管工業所

ふ る さ と 応 援
「まなび」基金



【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-5-2

913 913

（体育施設管理運営事業費）

健康増進センター開放事業 979 833 146

（体育施設管理運営事業費）

10-5-3

58,300 28,300 30,000
B&G助成金

10-5-4
学 校 給 食 給食用備品更新事業 283 283

セ ン タ ー 費 （学校給食供給事業費） 　・物品名：米飯用食缶

　・購入数：27個

給食用設備等更新事業 418 418

（学校給食供給事業費）

　・物品名：冷蔵庫

　・購入数：1台（朝日小学校）

ふ る さ と 応 援
「まなび」基金

ふ る さ と 応 援
「まなび」基金

ふ る さ と 応 援
「まなび」基金

　・工事契約業者：㈱遠藤工務店

　・消耗品費：66千円

　・燃料費：41千円

　・電気料負担金：39千円

　食中毒防止の観点から、温度管理を行い、衛生環境面を向上させる
ため、冷蔵庫の設置を行った。

海洋センター
管 理 運 営 費 過 疎 対 策

事 業 債

B&G海洋センター体育館改修

事業

　B&G海洋センター体育館の屋根を改修し、雨漏り対策と施設の長
寿命化を図った。あわせてアリーナの照明を水銀灯からLEDに更新
を行った。

ふ る さ と 応 援
「まなび」基金

　老朽化により故障が頻発しているポンプモーターについて、施
設の安定的な運営を図るため更新を行った。

　・契約業者：光化成㈱

　・契約金額：913千円

体 育 施 設
運 営 費

（海洋センター体育館
  ・プール管理運営事業費） 　・契約金額：58,300千円

　健康増進センターに防球ネットを設置し、冬季のスポーツ少年
団の活動場所として活用することにより、施設の有効活用を図っ
た。

ウトロ地域水泳プール改修
事業

　・ネット設置工事費：833千円

　経年劣化により、剥離、傷等がある食缶を更新した。

　・契約業者：土橋・丸七高橋経常建設共同企業体
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【災 害 復 旧 費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

14-1-1

11.10低気圧災害復旧事業 1,127 900 227

(11.10低気圧災害復旧事業費)

　・知床自然センター駐車場路盤復旧業務委託

　　業務概要：自然センター裏駐車場路盤復旧

　　契 約 額：979千円

　　工　　期：令和3年11月10日～令和3年12月17日

　　契約業者：土橋工業㈱

　・ウトロ市街地防鹿柵風倒・倒木処理等業務委託

　　業務概要：倒木処理、支柱復旧

　　契 約 額：148千円

　　工　　期：令和3年11月10日～令和3年12月7日

　　契約業者：㈱かつらだ
　　　　　

5,157 5,157

8,848 1,700 7,148

・路面清掃(峰浜・来運・ウトロ高原・ウトロ香川）

　実施額：1,906千円

　実施額：3,945千円

・砂利運搬 　：1,317千円

・砂利購入 　：1,680千円

11.10 低 気 圧
災 害 復 旧
事 業 費

災 害 復 旧
事 業 債

　11月10日の低気圧災害により発生した農業施設等の災害復旧に
係る業務委託・修繕を行った。

　・農業振興センター電柱傾斜等修繕　　 218千円

　・美咲南1号排水路災害復旧業務委託

　11月10日の低気圧接近に伴う暴風雨により、土木施設（道路）
が被災したため、この復旧に際し路面清掃、路肩・路面復旧業務
及び原材料の砂利の購入と運搬業務を実施した。

災 害 復 旧
事 業 債

・路肩・路面復旧(三井・富士・豊里・ウトロ香川・ウトロ高原)

　　業務概要：取付道路の復旧　L=15ｍ

　　契 約 額：4,939千円

　　業務期間：令和3年11月12日～令和3年12月20日

　　受託業者：（株）河面組

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　11月10日の低気圧災害により発生した知床自然センター等の災
害復旧に係る業務委託を行った。



【災 害 復 旧 費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

14-1-2

11.22低気圧災害復旧事業 198 198

(11.22低気圧災害復旧事業費)

・知床自然センター非常口ドア修繕

業務概要：自然センター非常口ドア補修

契 約 額：198千円

　工　　期：令和3年11月29日～令和3年12月24日

　契約業者：土橋工業㈱

207 207

83 83

・契 約 額：83千円

・工 　期：令和3年11月23日

・契約業者：（株）開発工業

372 372

・契 約 額：372千円

・工 　期：令和3年12月3日～令和3年12月28日

・契約業者：（株）遠藤工務店

　11月22日の低気圧災害により、ウトロデイサービスセンターの
車庫が破損したため修繕を行った。

11.22 低 気 圧
災 害 復 旧
事 業 費

　11月22日の低気圧災害により発生した知床自然センターの災害
復旧に係る修繕を行った。

　11月22日の低気圧災害により街路灯及び道路ポールが倒壊した
ため、撤去及び新設を行った。

・ポール撤去等　： 88千円

・防犯灯新設 　：119千円

　11月22日の低気圧災害により、子ども通園センター正面玄関東
側にて倒木が発生したため撤去した。

- 91　-



各特別会計主要な施策の成果



【国民健康保険事業特別会計】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

6-1-1

特定健康診査 特定健康診査等事業 4,392 4,053 339
等 事 業 費 （特定健康診査等事業費）

〇令和3年度の集団検診における特定健診受診者は286名となり、令和2年
度から24名減少した。新型コロナウイルス感染症の影響により夏季検診が8
月に延期された影響による。冬季検診においては令和2年度の143名から
163名と増加しており、勧奨効果があると判断している。

○令和3年度においては共同事業のほか、国保加入世帯の割合が多い郡
部の被保険者向けに自治会を通して回覧板による周知を実施した。引き続
き、勧奨方法のさらなる工夫等により令和2年度及び3年度に受診しなかった
方が受診再開するようにし、受診者増を図ることが必要。

〇みなし健診情報提供事業：国民健康保険病院、水柿内科医院及び令和2
年度より小清水赤十字病院の治療者を追加し、特定健診と同様の検査項目
を受けている方の情報を本人同意を得て提供を受けた。R3実績　50名
　また、共同事業により令和4年1月に300名を抽出し、みなし健診勧奨を実
施した。

〇未受診者対策業務委託：未受診者への勧奨通知を令和2年度より北海道
国民健康保険団体連合会による共同事業により実施し、きめ細やかな対応
を図った。

・受診勧奨ハガキの送付
令和3年度の夏季検診は8月に延期し実施となったため、7月時点における
特定健診未受診者のうち1,730名を対象とした。
冬季検診分は11月に1,700名と対象として発送した。

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　特定健診受診率を60％に達することを目標とする国の方針を踏まえ、健診
受診率の向上を図った。受診率は令和元年度29.5％、令和2年度25.8％、
令和3年度分は令和4年10月に確定する。令和4年度の目標値は48％、令和
5年度に50％としている。
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（単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

2-1-1

公共下水道整備事業 136,512 58,346 73,000 1,126 4,040 （概 要）

（公共下水道整備事業費）

30,500

下水道債
42,500 （主な事業）

・諸経費：C＝1,009千円

事 業 の 概 要 と 成 果

汚水桝新設工事:C＝531千円

汚泥運搬車購入:C＝21,472千円

・国庫補助事業

【公共下水道事業特別会計】

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

公 共 下 水 道
整 備 事 業 費

過 疎 対 策
事 業 債

　国庫補助事業及び単独事業として、処理場再構築事業、汚泥運
搬車1台購入、汚水桝新設工事、その他業務委託等を行った。

・単独事業

受 益 者
負 担 金

　昭和53年度に事業認可を受け着手した斜里地区公共下水道事業
は、昭和62年10月に処理場の供用を開始し、令和3年度末現在、
全体計画及び認可計画面積396㌶、下水道普及率74.2%、水洗化率
95.6%の達成率となっている。

処理場再構築事業:C＝92,900千円

処理場再構築事業実施設計:C＝20,600千円 



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

2-1-1

公共下水道整備事業

（公共下水道整備事業費）

汚泥貯留槽防食塗装、屋上天窓、換気設備更新工事

契約業者：日本下水道事業団

契約金額：43,600千円（繰越明許費）

　〔R2 前払額 17,600千円、R3 26,000千円〕　

 契約：R2.7.6　着手：R2.7.6　完成：R3.9.8

屋上天窓、換気設備、非常照明、動力制御盤更新工事

契約業者：日本下水道事業団

契約金額：26,900千円

契約：R3.6.7　着手：R3.6.7　完成：R4.3.9

（３）斜里町公共下水道根幹的施設の建設工事委託（その2）

ウトロ処理場、第2、4中継ポンプ場遠方監視設備更新工事

契約業者：日本下水道事業団

契約金額：228,000千円（2ヵ年事業）

　〔R3 40,000千円、R4 188,000千円〕　

 契約：R3.７.１　着手：R3.7.1　完成：R4.3.16

監視制御装置、屋根防水更新実施設計

契約業者：日本下水道事業団

契約金額：20,600千円

契約：R3.7.6　着手：R3.7.6　完成：R4.3.22

（２）斜里町公共下水道根幹的施設の建設工事委託

（４）斜里町公共下水道斜里終末処理場の実施設計の作成委託

「国庫補助事業」

（１）斜里町公共下水道根幹的施設の建設工事委託

公 共 下 水 道
整 備 事 業 費
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

2-1-1

公共下水道整備事業

（公共下水道整備事業費） （１）汚泥運搬車購入

契約業者：東北海道いすゞ自動車㈱北見支店

契約金額：21,472千円

契約：R3.5.6　納入期限：R4.2.28　納入日：R3.12.21

（２）光陽町36番地11地先汚水桝新設工事

契約業者：㈱協立興業

契約金額：336千円

契約：R3.8.31　着手：R3.9.1　完成：R3.10.22

（３）文光町39番地先汚水桝新設工事他1箇所

契約業者：(株)開発工業

契約金額：195千円

契約：R4.1.24　着手：R4.1.24　完成：R4.1.24

諸経費：1,009千円

「単独事業」公 共 下 水 道
整 備 事 業 費



【介護保険事業特別会計（保険事業勘定）】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
3-1-1

18,663 7,551 5,044 6,068

(介護予防・生活支援サービス事業費)

5,037 ・訪問型サービス（ヘルパーサービス ）

総合事業利用：462件/年

・通所型サービス（デイサービス）

7 総合事業利用：404件/年

・介護予防ケアマネジメント（介護予防支援計画）

総合事業利用：372件/年

3-1-2

一般介護予防事業 17,064 6,864 4,757 5,443

（一般介護予防事業費）

4,552

・健幸ポイント事業

参加登録者：962人（ウォーキング852人、体操329人）
205 ポイント交換者702人（81.3％）

・いきいき百歳体操実施支援

会場数　18会場、参加者　実人員329人、延人員8,725人

一般介護予防
事 業 費

　高齢者を年齢や心身の状況等によって分け隔てることなく、住民運営
の通いの場を充実させ、人と人のつながりを通じて、参加者や通いの場
が継続的に拡大していくような地域づくりを推進するとともに、要介護
状態になっても、生きがい・役割を持って生活できる地域の実現を図っ
た。

事 業 の 概 要 と 成 果

　要支援者等の多様な生活支援ニーズに対応するため、介護予防訪問介
護等のサービスに加え、住民主体の支援等も含め、多様なサービスを制
度の対象として実施した。

雇用保険料
本人負担分

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額

介護予防・生活支援ｻｰﾋﾞｽ
事業

支 払 基 金
交 付 金

介 護 予 防 ・
生 活 支 援
サ ー ビ ス
事 業 費

左 の 財 源 内 訳

利 用 者
負 担 金

支 払 基 金
交 付 金
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

3-2-1

地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営事業 22,498 10,805 3,789 7,904

（包括的支援推進事業費）

・総合相談支援 230件

・成年後見制度報酬支援 3件

・食の自立支援事業 82名（食数12,630食/年）

・認知症サポーター養成講座 2回/年

・グループホーム家賃等助成 1件/年

・緊急通報システム貸与 77件

地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ推進事業 19,820 11,446 8,374

（包括的支援推進事業費）

・初期集中支援チームの設置

認知症サポート医、保健師、社会福祉士、介護支援専門員

チーム支援件数：4件　チーム員会議：4回

・認知症地域支援推進員の配置

認知症の当事者や家族への相談支援

　地域のニーズ把握（75歳以上サービス未利用者の実態調査）

・生活支援コーディネーター配置（委託）　社会福祉協議会

・協議体の開催：支えあい推進会議の開催　1回

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、地域包括支
援センターとしての機能を果たすとともに、地域特性に応じた地域包括
ケアシステムの構築を推進した。

利 用 者
負 担 金

包 括 的 支 援
推 進 事 業 費

（２）生活支援の体制整備に向けて、生活支援コーディネーターを配置
することと併せて、生活支援体制について情報共有等を行う「協議体」
を開催した。

（１）認知症初期集中支援チームを設置し、認知症高齢者に対し早期か
ら関わることで必要な支援につなげていくとともに、認知症地域支援推
進員の配置により、認知症高齢者及びその家族が安心して暮らし続ける
ことができるよう地域における支援体制の構築を推進した。



【介護保険事業特別会計（サービス勘定）】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

1-1-1

居宅介護サービス計画事業 11,394 8,450 2,944

(居宅介護サービス計画事業費）

8,449 ・介護ケアプラン作成件数 672件/年

1

1-1-2

居宅介護予防サービス計画 3,725 3,725

事業

(居宅介護予防サービス計画事業費） ・介護予防サービス計画作成件数 940件/年

居 宅 介 護
サービス計画
事 業 費

　居宅介護支援事業所として、介護認定者の居宅サービス利用に
ついて、自立支援の視点に基づき、利用者のサービス計画の立
案・調整を行った。

サ ー ビ ス
計画費報酬

雇用保険料
本人負担分

居 宅 介 護
予防サービス
計 画 事 業 費

　要支援認定者が適切な介護予防サービス等を利用できるよう、
介護予防支援計画を作成した。予防ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ

計画費報酬

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果
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